
照りつける日差しが厳しく、夏をひしひしと感じます。
新年度が始まって４か月、すっかり学級に慣れ、子供たちは本領を発揮してきました。この間、

毎日の学習や運動、友達との遊び、各種行事を通して成長しました。高学年はリーダーとして、中
学年は下級生の面倒をみる上級生として、それぞれよく頑張ってくれました。また、１・２年生は
より一層成長の様子が顕著に見られ、心身ともに一回り大きくなりました。
さて、夏休みが始まりました。子供たちにとって、充実した楽しい夏休みにするために、特に次

の２つについて気をつけて生活してください。１つ目は、安全です。熱中症や各種感染症の予防と
ともに、交通事故や水の事故などに気をつけて過ごしてください。２つ目は、目標をもって何かを
頑張ろうということです。長期間の夏休みは、子供たちにとって、家族で様々な体験をしたり、一
つのことを継続してやり遂げる経験ができたりするなど、子供たち一人一人のよさや可能性、自主
性を伸ばしたりする絶好の機会です。ぜひ、学校生活ではできない豊かな体験をする中で、自らの
よさや可能性を発見してほしいと思います。
安全で、楽しく、豊かな体験を積める夏休みとなるように、子供たちへのご指導ご支援をどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

５月22日(月)には、５年生の田植えが行われました。好天に恵
まれ、みんなで声を掛け合いながら苗を植えることができました。
始めこそ田んぼのどろっとした感触に恐る恐

るでしたが、田の持ち主の栗山さんのご協力もあり、機械で植えたかと思う程、
上手に植えることができました。現在、大きく緑が濃く成長しています。秋の
実りが楽しみですね！
この他にも、農業体験として１・２年生がサツマイモ、５年生がヤーコン、

生活科の一環として２年生がキュウリ・ナス・ピーマン・ミニトマト、そして
地域の方から苗を分けていただいた米ナスを育てています。どれも大収穫で、
子供たちも数日おきに持ち帰っていました！

子供たちの顔の大きさにも負けない米ナスがとれました！ →
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学校長挨拶
本校は小規模特認校として、学区外からでも児童が通いたくなるそして、保護者の皆様が通

わせたくなる「特色ある教育」の実現のため、都市部の大規模校では経験できないような魅力
的な体験活動や自然とのふれあい、地域との関わり合いを大切にしてまいります。
第２次阿見町教育振興基本計画の基本理念が「学びあい 支えあい 心を育む人づくり」と

なり、「心を育む人づくり」が新たな理念として掲げられました。本校では、少人数という強
みを生かし、一人一人に寄り添った学びを進め、誰一人取り残すことのない教育を推進します。
そのために私たち教職員も、研修を積み重ねてまいります。
特色ある教育、特に体験的な学びを実現させるためには、保護者の皆様や地域の皆様のご協

力が欠かせません。本校には教育後援会やファンクラブがあることを年度当初に知り、大変心
強く思っております。引き続き、君原小学校の子供たちのために、力をお貸しくださいますよ
うよろしくお願いいたします。



５月９日(火)は、３年生の町探検。
学校から蔵福寺･木食上人の墓･塙不動
尊といった史跡の見学や、工業団地(マ
ルカン酢･キンレイ･メグミルク)をバ
スの車窓の見学を行いました。あみプ
レミアムアウトレットでは、普段なか

なか見ることができないバックヤードに入れていただくこともできました。
君原小の体験活動では、このように児童の豊かな学びのため、多くの地域の方々にご協力いただ

いております。ご協力いただいた皆様に、感謝申し上げます。

６月18日(土)に今年度の第１回の活動を行いました。
第２回の草刈りには、６名の方が参加して下さいました。
通常、職員だけでは数日かかる作業をおよそ２時間で
終えることができ、本当に助かりました。
７月12日(水)には第２回の活動として、愛校作業(特

別教室の大掃除)を行いました。55名の児童と職員では
普段なかなか手が回らないのですが、児童と一緒に掃除を
して下さいました。

君原小ファンクラブは、｢自分が参加できる内容で｣｢自分が参加で
きるときに｣お手伝いいただいています。ぜひ保護者の皆様や地域の
皆様にご登録下さい。ご参加お待ちしています！


